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途上国農業を支援するＦＡＯの役割

ＦＡＯの生い立ちと設立理念

加盟国（途上国）の増大と役割の変化

途上国農業支援活動

機構改革
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ＦＡＯの生い立ちと設立理念

大戦後の世界の農業復興計画

連合国食糧農業会議（１９４３年５月、米国ヴァージニア州
ホット・スプリングズ）、４５カ国の参加

国連ＦＡＯの設立（１９４５年１０月１６日、ケベック市）

３４カ国で発足（ソ連は不参加）

米国ワシントン市に事務局本部設置

事務局本部イタリアのローマ市に移転（１９５１年）
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ＦＡＯの目的（ＦＡＯ憲章）

1. 加盟国の国民の栄養と生活水準の向上

2. あらゆる食料と農産物の生産・流通の効
率の向上

3. 農村人口の生活条件の向上

4. （かくして）世界経済の拡大に貢献し、

人類の飢餓からの解放を確実にする
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ＦＡＯの主たる機能（ＦＡＯ憲章）

1. 栄養、食糧、農業に関する情報の収集、分析、
解釈及び敷衍

2. 次の各案件の促進、国別・国際行動の提唱

栄養、食糧、農業に関する科学、技術、社会、
経済的研究

栄養、食糧、農業に関する教育体制の向上及
び栄養と農業に関する科学的及び実践的公共
知識の普及

天然資源の保護と農業生産の進歩した手法の
採用
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ＦＡＯの主たる機能（続）

食糧と農産物の加工と流通の向上

国内及び国際農業金融供給の政策採択

農産品通商協定に関する国際政策の採択

３．加盟国政府の要請に応じる技術支援

４．連合国食糧農業会議（１９４３年のホット・スプリ
ングズ会議）の提案事項とＦＡＯ憲章から生じる義
務事項の実施を支援するための使節団の派遣

５．ＦＡＯの目的実施のための必要かつ適切なあら
ゆる行動
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加盟国の増大と役割の変化

国際的な独占的地位（設立後２０－３０年）

加盟国（後進国）の増大

１９４５年、３４カ国

１９６５年、１０７カ国

２００６年、１９０カ国

後進国支援活動の強化

増大を続ける世界人口と食糧増産

１９４５年、２３億人
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加盟国増大と役割の変化（２）

２００７年、６６億人

２０３５年、９０億人（予測）

ミレニアム国際開発目標（ＭＤＧｓ）

達成期限、２０１５年

極貧・飢餓人口の半減（世界食糧サミットの決定）

２００７年７月７日、達成の中間地点
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途上国農業支援活動

現在、２０５０件のプロジェクト執行中（８００億円）

食糧増産と食糧安全保障の確立のための

技術移転

プロジェクトの小型化と受益者参加型への変化

テレフード（ＴｅｌｅＦｏｏｄ）キャンペーン

２２００件のテレフードプロジェクト

受益者参加型への変化

特別食糧安全保障計画（ＳＰＦＳ）



食糧・農業協力第２回講演会 10

途上国農業支援活動（２）

緊急対策・復興支援（全体の４４％）

スマトラ沖地震、北アフリカの害虫（バッタ）駆除、

内戦による農地の荒廃、鳥インフルエンザ

国際協調の促進

途上国の国際協定・国際基準への参加

農業統計の国際基準の充実

途上国農業支援の資金動員

（Ｉｎｖｅｓｔｍｅｎｔ Ｃｅｎｔｅｒ）
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ＦＡＯ機構改革

２００５年１１月のＦＡＯ総会で決議

独立外部調査団

７月１９日、暫定報告書

１０月１９日、最終報告書

１１月、ＦＡＯ理事会と総会での検討

２００８年にＦＡＯ特別総会で最終結論
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